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    It is necessary to access quantitatively the statistics of 
wind force to control the damage of buildings due to wind 
force predicted in future.
    The purpose of this paper is to develop in the frequency 
domain a mathematical formula making the statistical 
prediction of energy input to buildings subjected to wind 
force, which will become the fundamental formula to 









































































　上式中で、  を入力とし、  を出力とする入出力システ




さらに、  が実関数であるから、  は次式になる。
　　  
（₂－₈）
　ただし、 ：複素数  の絶






　ただし、  ：無減衰固有振動数、  ：減衰定数
　特別な場合として、無減衰線形振動系の場合の  は次式
になる。














　上式中の  は  の共分散関数を意味し、次
式で表される。
　　
 （₂－ 13 ）




























　ただし、 ：  のフーリエ変換



















　（₃－₃）式の右辺の第₃項は、APPENDIX A の（A －₁）






















　（₃－₉）式を（₂－ 12 ）式に代入し、  ,  が偶関
数であることを考慮すれば、（₂－ 12 ）式は次式になる。
　　  （₃－ 10 ）
　上式で、（₂－₆）式と（₂－９）式を考慮すれば、右辺の













　　  （₃－ 12 ）
















　（₃－ 14 ）式を（₂－ 12 ）式に代入すれば、次式が得られる。
　　  （₃－ 15 ）
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